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3月定例会号
議 会 だ よ り
羽 村 市

【特集】市民インタビュー

幼稚園のアンケートってすごい！
あなたの想いは私たちが届けます！
羽村市私立幼稚園保護者連合会

【特集】

市議会タウンミーティング
みんなで考えよう！はむらのミライ
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稚
園
の
ア
ン
ケ
ー
ト
っ
て
す
ご
い
！

あ
な
た
の
想
い
は
私
た
ち
が
届
け
ま
す
！

羽
村
市
私
立
幼
稚
園
保
護
者
連
合
会

市
内
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通

じ
て
市
民
の
暮
ら
し
を
支
え
て
い
る

方
が
大
勢
い
ま
す
。
議
会
と
し
て
、

そ
の
よ
う
な
方
々
の
活
動
を
知
り
、

ま
た
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
ご
紹
介
し

な
が
ら
、
議
会
の
役
割
を
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
回
は
文
教

厚
生
委
員
会
が
担
当
し
ま
し
た
。

【表紙の写真】
（上）私幼連の打合せの様子
　　（令和7年1月撮影）

（下）タウンミーティング（P4）の様子

幼
市民インタビュー40

発
行
回
数
を
増
や
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
に
基
づ
く
講
師
を
招
き
、「
絵
本
と

子
供
に
つ
い
て
」と
い
う
テ
ー
マ
で
講

演
会
も
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
初
め

て
市
議
会
議
員
と
の
懇
談
会
を
し
、
市

長
訪
問
な
ど
も
行
い
ま
し
た
。

今
回
、ア
ン
ケ
ー
ト
内
容
を
変
え
て

取
り
組
ま
れ
た
そ
う
で
す
が
、

そ
の
理
由
は
何
で
す
か
？

小
林

過
去
の
資
料
を
見
て
、
要
望
書

の
内
容
が
毎
年
同
じ
よ
う
に
感
じ
ま
し

た
。
保
護
者
が
変
わ
っ
て
も
、
子
供
が

過
ご
し
や
す
い
環
境
の
た
め
の
要
望
は

変
わ
ら
な
い
こ
と
を
市
に
伝
え
つ
つ
、

少
し
視
点
を
変
え
た
い
と
思
い
、
今
回

の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
保
護
者
が
知
り

た
い
習
い
事
に
つ
い
て
の
サ
イ
ト
の
こ

と
、
幼
稚
園
の
良
さ
を
伝
え
る
た
め
に

幼
稚
園
を
選
ん
だ
理
由
・
魅
力
も
回
答

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

沢
山
の
素
敵
な
意
見
が
あ
り
、
他
園
の

良
さ
も
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

園
長
先
生
方
に
も
喜
ん
で
い
た
だ
き
、

実
施
し
て
よ
か
っ
た
で
す
。

「
私
幼
連
だ
よ
り
」作
成
に
あ
た
り

工
夫
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

小
林

私
は
役
員
に
な
る
ま
で
私
幼
連

の
こ
と
を
よ
く
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
私
幼
連
だ
よ
り
」も
あ
ま
り
目
を
通
せ

て
い
な
か
っ
た
の
で
、
ま
ず
は「
私
幼

連
だ
よ
り
」を
読
ん
で
も
ら
い
、
活
動

を
知
り
、
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
こ

と
を
目
標
に
作
成
し
ま
し
た
。

宮
崎

智
香
さ
ん

作
成
の
際

に
は
、
読
ん

で
も
ら
え
る

よ
う
に
こ
れ

ま
で
に
掲
載

し
て
い
な
か
っ
た
各
園
の
良
い
所
や
イ

ベ
ン
ト
情
報
な
ど
も
掲
載
し
ま
し
た
。

ま
た
、
挿
絵
な
ど
を
入
れ
、
目
に
留
ま

る
よ
う
な
工
夫
を
し
ま
し
た
。

「
私
幼
連
」の
活
動
を
教
え
て
く
だ
さ
い

小
林

さ
や
か
さ
ん（
会
長
）

私
幼
連
は

会
員
で
あ
る

市
内
４
園
の

保
護
者
か
ら

選
出
さ
れ
た

役
員
９
人
で
運
営
し
て
い
ま
す
。
活
動

と
し
て
は
、
毎
年
各
園
の
保
護
者
に
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
そ
れ
を
要
望
書

と
し
て
ま
と
め
て
、
市
に
提
出
し
て
い

ま
す
。
任
期
は
１
年
で
、
そ
の
他
の
活

動
は
そ
の
年
の
役
員
で
話
し
合
っ
て
決

め
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
例
年
の
ア
ン

ケ
ー
ト
に
加
え
、「
私
幼
連
だ
よ
り
」の

「
羽
村
市
私
立
幼
稚
園
保
護
者
連
合
会（
私
幼
連
）」は
、
市
内
に
あ
る
五
ノ
神
幼

稚
園
・
さ
か
え
幼
稚
園
・
ル
ー
テ
ル
羽
村
幼
稚
園
・
富
士
学
院
幼
稚
園
の
保
護
者

で
構
成
し
、
子
育
て
の
環
境
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

＜私幼連だより＞
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役
員
に
な
っ
て
よ
か
っ
た
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
？

渡
邊　
早
帆
理
さ
ん

　

富
士
学
院

幼
稚
園
は
父

母
会
が
な
い

の
で
役
員
へ

の
イ
メ
ー
ジ

が
湧
か
ず
、
最
初
は
不
安
で
し
た
。
し

か
し
、
メ
ン
バ
ー
に
も
恵
ま
れ
、
同
年

代
の
子
供
を
持
つ
保
護
者
と
関
わ
れ
る

新
鮮
な
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

安
岡　
彩
さ
ん

　

家
事
と
子

育
て
に
追
わ

れ
て
い
る
中

で
、
活
動
を

通
じ
て
自
分

も
社
会
の
一
員
で
あ
る
と
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

１
年
間
の
活
動
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
を

教
え
て
く
だ
さ
い

友
永　
綾
那
さ
ん

　

市
長
訪
問

で
は
、
園
長

先
生
が
幼
児

教
育
へ
の
想

い
や
、
入
園

す
る
子
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
危
機
感

を
伝
え
て
い
て
、
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
様
々
な
新
し
い
取
組
を
行
っ
た

の
で
、
次
の
役
員
に
も
私
幼
連
は
で
き

る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
伝
え
た
い

で
す
。

宮
崎　
役
員
に
な
り
、
入
園
児
数
が
減

少
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
ア

ン
ケ
ー
ト
で
幼
稚
園
の
魅
力
に
対
す
る

意
見
が
た
く
さ
ん
出
る
中
で
の
減
少
は

も
っ
た
い
な
い
で
す
し
、「
私
幼
連
だ

よ
り
」を
通
じ
て
魅
力
を
ど
ん
ど
ん
発

信
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

渡
邊　
多
く
の
人
が
子
供
や
子
育
て
に

つ
い
て
考
え
、
行
動
し
て
い
る
こ
と
に

気
付
き
ま
し
た
。
日
々
、
支
え
ら
れ
な

が
ら
子
育
て
で
き
て
い
る
の
だ
な
と
実

感
し
ま
し
た
。

安
岡　
私
幼
連
役
員
に
な
っ
た
か
ら
こ

そ
で
き
る
経
験
を
た
く
さ
ん
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
想
像
よ
り
も
楽
し
く
、

や
り
が
い
を
感
じ
た
の
で
、
来
年
も
役

員
を
続
け
る
選
択
を
し
ま
し
た
。

小
林　
私
幼
連
の
よ
う
に
保
護
者
の
意

見
を
吸
い
上
げ
て
、
市
に
直
接
届
け
ら

れ
る
場
所
は
と
て
も
貴
重
だ
と
思
い
ま

す
。
私
幼
連
活
動
を
繋
げ
て
い
く
事
の

大
切
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

今
後
の
展
望
を
お
願
い
し
ま
す

友
永　
講
演
会
の
内
容
は
、
私
た
ち
子

育
て
世
代
の
心
に
ぐ
っ
と
響
く
も
の
が

あ
り
、
感
動
し
ま
し
た
。
来
年
も
ぜ
ひ

続
け
て
ほ
し
い
で
す
。

宮
崎　
私
は
仕
事
を
し
な
が
ら
幼
稚
園

に
子
供
を
通
わ
せ
て
い
ま
す
。
共
働
き

な
ら
保
育
園
、
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ

り
ま
す
が
、
幼
稚
園
に
も
通
わ
せ
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
保
育
園
に
通
わ
せ
て

い
る
保
護
者
に
も
、
幼
稚
園
も
素
敵
な

所
だ
と
伝
わ
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

渡
邊　
講
演
会
の
よ
う
に
保
護
者
が
た

く
さ
ん
参
加
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
こ
れ
か

ら
も
行
い
、
私
幼
連
の
活
動
を
も
っ
と

知
っ
て
も
ら
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。

安
岡　
一
人
の
保
護
者
で
は
何
も
で
き

ま
せ
ん
が
、
私
幼
連
な
ら
で
き
る
こ
と

は
い
っ
ぱ
い
あ
る
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
、
幼
稚
園
の
一
番
の
課
題
は
、
入
園

児
の
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
だ

と
考
え
ま
す
。

小
林　
私
幼
連
は
保
護
者
の
味
方
で
あ

り
、
声
を
あ
げ
れ
ば
そ
の
声
が
市
に
届

く
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い
で
す
し
、
私

幼
連
の
活
動
に
興
味
を
持
っ
て
く
れ
る

方
が
増
え
て
く
れ
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

インタビューを終えて

　幼稚園の良さが知られず、園児数が
減少傾向にあることは本当に残念。な
んとしても私幼連の役員はじめ、幼稚
園、保護者と力を合わせてこの危機を
乗り越えたいという熱い気持ちが伝わ
り、応援したくなりました。

*　*　*　*　*　*
お忙しいところご協力いただき、

ありがとうございました。

羽村市私立幼稚園
保護者連合会

�会　員　９人
※各園から２人選出。
主な活動　

私幼連だより、要望書の作成、
市長訪問など
活動場所　

プリモホールゆとろぎ他
任期　１年
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タウンミーティング

　羽村市議会・タウンミーティングは、市民と議員が意見交換を行い、羽村市をより良いまちに
するにはどうしたら良いかを一緒に考え、皆さんの意見をまちづくりに活かしていくために行っ
ています。今回のタウンミーティングは多くの方に参加いただき、活気にあふれました。「羽村
リコーダーアンサンブル」の皆さんの演奏で和やかにスタートし、議会から「羽村市の現状と今
後」について報告した後、グループワーク「みんなで考えよう！はむらのミライ」を議論しました。
その中では活発な意見が飛び交い、もっと良いまちにしたいという熱い思いが伝わってきまし
た。これからも市民の皆さんの声を聞く場をつくっていきたいと考えます。

「羽村市の現状と今後」と題して、市の人口、財政、主要な計画などについて説明しました。
限られた時間の中、市政の大きな枠組みを捉えてもらうことを重視しました。

【人口】�第六次羽村市長期総合計画に記載されている将来人口推計について説明しました。
【財政】�令和6年度予算を過去の予算と比較しながら説明し、議会の一般質問などでもたびたび取り上

げられる財政指標なども紹介しました。
【計画】�第六次羽村市長期総合計画、羽村市公

共施設等総合管理計画、第六次羽村市
地域福祉計画の概要を説明するととも
に、計画に沿った今後の動向について
も紹介しました。

羽村市議会・タウンミーティング
みんなで考えよう！はむらのミライ

議会からの報告「羽村市の現状と今後」

令和６年度一般会計当初予算　支出内訳

民生費
52%

総務費 
12%

教育費 
11%

土木費 
9%

衛生費 
8%

消防費 3%
公債費 3% 商工費 1%

議会費 1%
その他 
0%

２/1に
ゆとろぎにて
開催しました
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テーマごとに各常任委員会の委員が３つのグループに分かれ、市民
の方とディスカッションし、最後に発表をしました。

　テーマが少々難しかったが、多くの方に参加いただきました。市の策定する計画や事業は、先を
見越しているものなのか、十分に市民の意見を聞いているのか、時代に合っているのかなど、耳の
痛い意見を多くいただきました。だからこそ、意味のある活発な議論でした。

【グループワークの中で出た意見】
・公共施設をどうするかは、市民の意見を十分に聞くべき
・建物はランニングコストも考え、将来を見据えた計画が必要
・区画整理は、時代に合った計画になっているか疑問
・不登校の子が増える中、教育の向上こそ急務では
・財政の健全化は、どう収入を増やすかに力点を置くべき

総務委員会
公共施設の削減　人口減少対策　財政健全化

　市民の方から積極的に発言いただき、議論の時間が足りないように感じました。
様々なテーマがありましたが、特に学校についての意見が多く出たことから、市民の方にとっての
学校への関心度の高さ、児童・生徒への思いを実感しました。

【グループワークの中で出た意見】
・学校再編のやり方には大きな問題があると思う
・子育てしやすい市にするのに学校数を減らすのはおかしい
・高齢者や障がい者が安心して暮らせるようなまちづくりを
・市職員のジェンダー平等の意識の向上を
・学校で各学年が繋がれるような教育を行ってほしい
・子供達がどういう大人・先生に触れ合えたかが人間形成上重要

文教厚生委員会
子育て支援　学校再編　高齢者・障がい者対策　健康　文化・芸術

グループワーク

　公衆トイレや道路環境の整備、市内の緑化推進などの市民生活に身近なテーマにとどまらず、空
き地の活用や区画整理などの大きな事業まで、幅広い意見が交わされました。まちづくりのスケー
ルの大きさを実感する議論となりました。

【グループワークの中で出た意見】
・街並みや玉川上水を望む景勝地等を活かすまちづくりを
・若者が羽村で遊びたくなる大型商業施設が必要
・羽村街道沿いにモノレールを通すなど、夢のある将来に
・見えている緑は他市の山々で、羽村にある緑は少ない
・玄関口である羽村駅の東口にあるトイレが不衛生

環境まちづくり委員会
まちづくり　産業振興　環境保全
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　３月11日～ 13日に、16人の委員で構成された一般会計等予算審査特別委員会を開催し、令和７年度予算
について審査しました。その結果、一般会計と４つの特別会計、２つの公営企業会計の新年度予算をすべて可
決すべきと決定しました。
　この特別委員会の審査結果を本会議最終日に報告し、一般会計は修正案が出されましたが否決となり、７つ
の会計すべてを原案のとおり可決しました。特別委員会での主な質疑を紹介します。

一般会計歳入歳出総額260億2,900万円

厳しい財政状況でも、市民ニーズに応える
過去最大規模の新年度予算を可決

■令和 7年度当初予算～各会計の内訳と前年度当初予算との比較～ （単位：万円）
区　分 令和 7年度 令和 6年度 増減額 増減率

一般会計 2,602,900 2,441,000 161,900 6.6％

特
別
会
計

国民健康保険事業 556,630 580,870 △ 24,240 △ 4.2％
後期高齢者医療 165,010 160,660 4,350 2.7％
介護保険事業 449,870 434,380 15,490 3.6％
羽村駅西口土地区画整理事業 185,410 196,200 △ 10,790 △ 5.5％

特別会計合計 1,356,920 1,372,110 △ 15,190 △ 1.1％
水道事業（公営企業会計） 184,242 174,936 9,306 5.3％
下水道事業 ( 公営企業会計 ) 181,004 186,186 △ 5,182 △ 2.8％
全会計の単純合計 4,325,067 4,174,233 150,834 3.6％

※水道・下水道事業会計は、「収益的支出」と「資本的支出」を合計し、予算額としています。
※表示単位未満を四捨五入しているため、合計が一致しない場合があります。

歳入歳出

民生費（50.8％）
132億2,113万円

教育費（13.1％）
34億1,263万円

総務費（11.5％）
29億9,254万円

衛生費（8.4％）
21億8,310万円

土木費（7.4％）
19億1,839万円

消防費（3.1％）
7億9,438万円

公債費（3.0％）
7億7,993万円

その他（2.7％）
7億2,690万円

市税（40.4％）
105億1,866万円

繰入金（6.8％）
17億7,160万円

使用料及び手数料（1.５％）
　　　　　　3億8,526万円諸収入（1.2％）

3億162万円
その他（3.7％）
９億4,789万円

市債（0.4％）
1億1,370万円

法人事業税
交付金（1.1％）
2億9,366万円

地方交付税
（２.４％）
６億2,400万円

地方消費税
交付金（5.６％）
1４億5,351万円

都支出金（16.8％）
43億7,42８万円

国庫支出金（20.1％）
52億4,482万円

自
主
財
源

依
存
財
源

委
員
の
質
疑

一
般
会
計
歳
入

　

   

市
民
税
個
人
分
の
算
出
根
拠
は
。

A 

令
和
６
年
１
月
か
ら
９
月
ま
で
の

毎
月
勤
労
統
計
調
査
の
現
金
給
与
総
額

の
伸
び
や
税
額
控
除
の
伸
び
、
定
額
減

税
が
終
了
し
た
影
響
な
ど
を
踏
ま
え
な

が
ら
積
算
を
行
っ
た
。

Q 

森
林
環
境
譲
与
税
の
使
い
道
は
。

A 

自
然
環
境
観
察
ツ
ア
ー
の
実
施
を

予
定
し
て
い
る
。

Q 

普
通
交
付
税
の
増
額
理
由
は
。

A 

基
準
財
政
需
要
額
の
算
定
で
物
価

高
騰
や
給
与
改
定
が
加
算
さ
れ
た
た
め
。

Q 

東
京
都
か
ら
の
市
町
村
総
合
交
付

金
が
６
７
０
０
万
円
増
額
と
な
っ
た
理

由
は
。

A 

学
校
給
食
費
の
無
償
化
に
伴
う
も

の
で
あ
る
。

Q 

動
画
広
告
収
入
を
増
や
す
た
め
の

取
組
は
。

A 

市
公
式
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
に
お
い

て
再
生
回
数
の
多
い
動
画
を
研
究
し
て

い
き
た
い
。

Q
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補聴器

VR画像（被爆後の様子）
（出典:PEACE PARK TOUR VR）

こども家庭センターを置く保健
センター

厳しい財政状況でも、市民ニーズに応える
過去最大規模の新年度予算を可決

一
般
会
計
歳
出

■
行
政
運
営

　

 

公
共
施
設
の
再
編
に
向
け
た
懇
談

会
の
時
期
と
内
容
は
。

A 

10
月
頃
を
予
定
し
て
い
る
。
策
定

予
定
の
公
共
施
設
再
配
置
構
想
の
た
た

き
台
を
示
し
、
意
見
を
伺
い
た
い
。

　

 

チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
使
用

料
を
減
額
し
た
理
由
は
。

A 

令
和
６
年
度
は
全
課
に
ラ
イ
セ
ン

ス
を
付
与
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
管

理
の
難
し
さ
か
ら
、
ラ
イ
セ
ン
ス
数
を

減
削
し
た
た
め
。

　

 

新
た
に
導
入
す
る
文
書
管
理
・
電

子
決
裁
シ
ス
テ
ム
の
効
果
は
。

A 

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
等
に
よ
り
、
毎
年

約
１
７
０
万
円
の
削
減
が
見
込
ま
れ
る
。

　

 

戦
後
80
年
事
業
の
原
爆
被
害
等
を

疑
似
体
験
で
き
る
Ｖ
Ｒ
ゴ
ー
グ
ル
の
使

用
は
い
つ
か
。

QQQQ

A 

平
和
の
企
画
展
の
中
で
使
用
す
る
。

■
安
全
・
安
心

　

 

新
規
の
街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
は
、
ど

こ
に
設
置
す
る
の
か
。

A 

盗
難
の
発
生
し
や
す
い
自
転
車
駐

車
場
等
が
考
え
ら
れ
る
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら

の
要
望
や
福
生
警
察
署
と
の
協
議
を
踏

ま
え
決
定
す
る
。

Q 

東
京
都
と
合
同
で
総
合
防
災
訓
練

を
実
施
す
る
が
、
日
程
と
内
容
は
。

A 

事
前
に
リ
ハ
ー
サ
ル
を
実
施
し
、

８
月
29
日
に
災
害
対
策
本
部
の
訓
練
、

30
日
に
孤
立
地
域
対
応
訓
練
、
31
日
に

展
示
・
体
験
訓
練
と
救
出
救
助
訓
練
な

ど
を
行
う
。

■
く
ら
し

　

 

65
歳
以
上
で
非
課
税
世
帯
の
方
を

対
象
に
実
施
す
る
補
聴
器
購
入
費
助
成

事
業
だ
が
、
上
限
の
４
万
円
を
超
え
る

QQ

補
聴
器
を
購
入
す
る
場
合
は
。

A 

上
限
で
あ
る
４
万
円
を
市
が
補
助
し
、

残
額
は
ご
自
身
で
お
支
払
い
い
た
だ
く
。

Q 

議
会
で
質
問
の
多
い
、
公
園
管
理

の
予
算
額
が
令
和
６
年
度
と
変
わ
ら
な

い
。
管
理
の
改
善
は
で
き
る
の
か
。

A 

指
定
管
理
者
と
打
合
せ
を
行
っ
て

お
り
、
改
善
策
を
考
え
て
い
る
。

Q 

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
使
用
し
た
、
道
路
や

公
園
等
の
不
具
合
箇
所
の
通
報
シ
ス
テ

ム
の
開
始
時
期
は
。

A 

令
和
７
年
度
中
に
開
始
予
定
で
あ
る
。

Q 

プ
レ
ミ
ア
ム
デ
ジ
タ
ル
商
品
券
事

業
の
実
施
内
容
は
。

A 

６
月
頃
か
ら
約
１
か
月
間
の
申
込

期
間
を
設
け
、
７
月
中
旬
に
抽
選
結
果

通
知
、
８
月
下
旬
ま
で
に
当
選
さ
れ
た

方
へ
デ
ジ
タ
ル
商
品
券
を
販
売
す
る
。

■
子
ど
も
・
子
育
て

　

 

新
た
に
設
置
す
る
こ
ど
も
家
庭
セ

ン
タ
ー
の
統
括
支
援
員
と
は
。

A 

母
子
と
児
童
福
祉
の
調
整
役
を
担

う
。
人
材
は
現
在
の
職
員
が
行
う
こ
と

に
な
る
。

Q 

東
児
童
館
の
空
調
設
備
の
改
修
工

事
は
、
夏
の
暑
い
時
期
・
冬
の
寒
い
時

期
に
ま
た
が
っ
て
し
ま
う
の
で
は
。

A 

夏
期
は
現
在
の
空
調
を
使
用
す
る
。

Q

10
月
か
ら
12
月
に
閉
館
し
、
工
事
を
実

施
す
る
予
定
で
あ
る
。

Q 

学
童
ク
ラ
ブ
職
員
へ
の
大
学
生
や

高
校
生
の
応
募
状
況
は
。

A 

保
育
士
や
教
員
を
志
望
す
る
方
か

ら
の
応
募
が
多
い
。
ぜ
ひ
若
者
に
運
営

に
従
事
し
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
る
。

■
教　
育

　

 

部
活
動
が
地
域
展
開
す
る
こ
と
で
、

コ
ン
ク
ー
ル
へ
の
参
加
が
で
き
な
く
な

る
な
ど
の
影
響
が
出
る
の
で
は
。

A 

そ
の
よ
う
な
場
合
は
、
学
校
に
部

活
動
の
名
前
を
残
し
、
参
加
で
き
る
よ

う
に
す
る
等
、
柔
軟
に
進
め
て
い
き
た
い
。

Q 

一
人
一
台
端
末
の
更
新
を
行
う
が
、

ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

A 

こ
れ
ま
で
と
同
じ
Ｃ
ｈ
ｒ
ｏ
ｍ
ｅ

ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
端
末
を
予
定
し
て
い
る
。

Q 

校
内
別
室
指
導
支
援
員
事
業
を
、

予
算
計
上
せ
ず
に
ど
う
継
続
す
る
の
か
。

A 

子
供
と
家
庭
の
支
援
員
、
ス
ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
や
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等
の
様
々
な
職
種
の
方

と
連
携
し
、
推
進
し
て
い
く
。

Q 

図
書
館
の
新
聞
の
タ
イ
ト
ル
数
は

ど
う
変
わ
る
の
か
。

A 

週
刊
の
英
字
新
聞
の
購
読
を
始
め

る
た
め
、
１
紙
増
え
る
。

Q

令和７年度予算審査



ぎかいのトビラ（令和 7.5.1） 8

一般会計

令和７年度予算審査

問題点のある予算である
　高齢難聴者への補聴器購入助成を始め評価で
きる施策がある一方で、反対の声があげ続けら
れている羽村駅西口土地区画整理事業に巨費を
投じ、権利者の先の見えない不安と負担は想像
を絶するなど問題点のある予算案であり、反対。
� ＜日本共産党＞

現場の声が届いていない
　区画整理の見直しに踏み切れないこと、財政
健全化への具体策が何も示されていないこと、
上意下達の教育施策でコミュニティ・スクール
や学校再編などで現場の声が届かず距離が広が
っていることから、本予算に反対する。
� ＜令和かがやき＞

反対反対

　一般会計では８件の討論があり、採決の結果、賛成多数で可決すべきものと決定しました。

委員の討論

賛成賛成
市民福祉の向上に資する予算
　こども家庭センター設置、物価高騰対策、防
犯対策等、社会情勢に即した取組が見られ、市
民福祉の向上に資する予算である。市民や議会
とのコミュニケーションの下、将来を見据えた
まちづくりをすることを求め、賛成。
� ＜新政会＞

自主財源増加への取組に期待
　「次世代へつなぐ、安全・安心な未来を築く
予算」とした。
　堅調な市税だが徴収率の向上、新たな歳入源
の確保等、自主財源増への取組に期待。厳しい
財政状況の中で次世代へつなぐ、未来を築く取
組を評価し賛成。� ＜公明党＞

賛成賛成
市債残高を減らす編成を評価
　公共施設の補修や児童・生徒用の端末の購入
など大きな支出があるが、借入を抑制し市債残
高を減少させる編成は評価する。
　西口区画整理は抜本的に見直すべきであり、
７億円余の繰出金は認めない。
� ＜市民ネットワーク＞

創意工夫を凝らした予算
　依然として厳しい財政状況ではあるものの、

「子供たちへの投資」「市民の安全・安心対策、
地域の強靭化対策への投資」「行政のデジタル
化への投資」などを主要事業とした、創意工夫
を凝らした予算と認められ、賛成。
� ＜羽村市議会都民ファーストの会＞

賛成賛成
歳入確保の努力を理解
　予算は住民福祉向上に使われるもの。市財
政悪化で244億円は借金と基金の約19億円で
編成。
　財政再建に向け歳入確保の努力は理解する。
悪化要因の一つ、区画整理の見直しが必要。
� ＜世論＞

こども家庭センター設置等を評価
　歳入では、人口減少が進む中、市税は前年度
に比べ4.8%の増となった。歳出では、こども
家庭センター、街頭防犯カメラの設置等は評価
できる。一般財源による不登校児童・生徒の校
内別室における支援員の配置を希望する。
� ＜双葉会＞
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羽村駅西口土地区画整理事業会計

特
別
会
計

■
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計

資
格
確
認
書
の
発
行
見
込
み
数
は
。

　
　
通
常
分
３
０
０
０
件
と
一
斉
更
新

後
１
万
７
０
０
０
件
、
合
わ
せ
て
２
万

件
分
の
予
算
を
計
上
し
て
い
る
。

■
介
護
保
険
事
業
会
計

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
新
た

に
配
置
す
る
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
―

タ
―
の
役
割
は
。

A

体
操
教
室
等
の
地
域
の
団
体
に
、

高
齢
者
の
支
援
を
担
っ
て
い
た
だ
く
マ
ッ

チ
ン
グ
を
行
う
。
高
齢
者
の
方
の
ニ
ー

ズ
の
把
握
や
地
域
資
源
の
開
発
も
行
う
。

■
羽
村
駅
西
口
土
地
区
画
整
理
事
業
会
計

Q

羽
村
駅
西
口
駅
前
周
辺
地
区
の
ま

ち
づ
く
り
に
関
す
る
イ
メ
ー
ジ
プ
ラ
ン

の
作
成
準
備
の
内
容
は
。

A

懇
談
会
の
実
施
と
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
等
を
行
い
、
幅
広
く
意
見
を
聴
取
し
、

羽
村
駅
前
の
賑
わ
い
の
創
出
、
イ
メ
ー

ジ
プ
ラ
ン
の
作
成
を
し
て
い
き
た
い
。

Q

懇
談
会
の
対
象
と
な
る
駅
前
周
辺

と
は
ど
こ
を
指
す
か
。

QAQ

A

現
時
点
で
は
確
定
し
て
い
な
い
。

駅
前
交
通
広
場
周
辺
・
新
奥
多
摩
街
道

に
続
く
通
り
・
都
市
計
画
道
路
７
・
５
・

１
号
線
沿
線
を
想
定
し
て
い
る
。

Q

埋
蔵
文
化
財
の
調
査
費
用
は
。

A

令
和
７
年
度
ま
で
の
予
算
ベ
ー
ス

で
約
11
億
円
で
あ
る
。

公
営
企
業
会
計

■
水
道
事
業
会
計

Q

指
定
避
難
所
の
給
水
管
の
耐
震
化

の
内
容
は
。

A

硬
質
塩
化
ビ
ニ
ル
管
か
ら
ス
テ
ン

レ
ス
管
に
管
種
替
え
を
行
う
。

Q

給
水
管
の
耐
震
化
の
対
象
施
設
は
。

A

令
和
７
年
度
は
富
士
見
小
学
校
、

武
蔵
野
小
学
校
、
小
作
台
小
学
校
で
実

施
す
る
。
今
後
、
順
次
整
備
す
る
。

■
下
水
道
事
業
会
計

Q

排
水
設
備
計
画
確
認
・
検
査
手
数

料
導
入
を
検
討
す
る
理
由
は
。

A

水
道
事
業
と
同
様
に
手
数
料
を
徴

収
す
る
こ
と
で
、
事
業
の
持
続
可
能
な

経
営
基
盤
の
健
全
化
を
図
る
た
め
。

※
後
期
高
齢
者
医
療
会
計
は
、
質
疑
が
特
に

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

※
内
容
は
要
約
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
会
議
録
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
会
議
録
は
議
会
終
了
後
２
か
月
程
度
で
で
き
あ
が
り
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
会
議
録
を
ご
覧
に
な
る
場
合
は
、「
羽
村
市
議
会
」→「
会
議
録
の
検
索
と
閲
覧
」→「
令
和
７
年
」→「
一
般
会
計
等
予
算
審
査
特
別
委
員
会
」

　羽村駅西口土地区画整理事業会計では３
件の討論があり、採決の結果、賛成多数で
可決すべきものと決定しました。

　その他の特別会計、公営企業会計の討論
はなく、全会一致で可決すべきと決定しま
した。

反対
事業の見直しをすべき
　広い道路を造るため970棟を取り壊し移動す
る事業は22年で市費の43％、93億円を使いな
がら道路一本できていない。
　橋本市政で年度事業の縮小。都市計画道路な
どの優先事項を進めるならば、事業の見直しを
すべき。 ＜世論＞

賛成賛成
適切な予算措置である
　令和7年度羽村駅西口土地区画整理事業会計
予算は、国庫補助金と都補助金を最大限利用し、
関係権利者の皆様に不利益が生じないよう、計
画的かつ着実な事業推進を図るための適切な予
算措置であると考え、賛成。 ＜新政会＞

推進に向けた事業と評価
　三つの優先事項を中心として、新規事業の「羽
村駅西口駅前周辺のまちづくりに関するイメー
ジプランの作成準備」を行うなど、推進に向け
た事業内容と認められるので、賛成。

＜羽村市議会都民ファーストの会＞

令和７年度予算審査


